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慣

格
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裸

慣

格

に
'債

券

の
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後

の
利

子

支

排

日
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-
収

引

の
皆

目

一i
至

る

日
数

聞
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と

し
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記
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の
利

率

を
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し
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利
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債

格

と
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毎

年

六

月

一
日
及

び
十

二
月

一
日

に
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の
前

等

年

間

の
刺

子

を

沸

渡

す

五

分

利

公

債

額
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五

千

園
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八
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に
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五
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に

て
買

入

れ

た

と
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其

の
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慣

格
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一
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日
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で
七

十

日
間
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千

蘭

に
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五
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の
利
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九

十

五
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を
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千
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論

は
取

る
裸

相

場

に
関

す

る
卑
見

の

山
端
で

あ

る
O

咽

叫

t':1<>1嚢

行
ほ
れ
て
な

つ

花
葡
場

建
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ち
受

渡

直
段

を
表
示

す

る
相
場
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を
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て
ゝ
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上

の
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建
方

に
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む
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に
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た
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以
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明
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で
な
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闘
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て
を
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ま
な
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も
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の
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で
あ
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債
券

の
雨
域

を
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ら
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む
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こ
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債
券

の
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格

比
較

に
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こ
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そ
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手
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し
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す

る
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が
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通

で
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に
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排
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排
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債
券
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劃
し
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排

ふ
も

り
と

せ
な

け
れ
ば
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ら
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間
の
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で
債
券
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る
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の
時
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托
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る
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額
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と
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ふ
は
'こ

の
事

項

を

い

ふ

の

で

あ

る
O

又

裸

相

場

が
礎

動

す

る

こ
と

は
'鼻

の
慣

格

の
襲

動

を
示

す

所

以

で

あ

っ
て
'其

の
建

方

は

相

場

の
本

質

に
も

通

す
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こ
と

に

な
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で

あ

る
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四
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債
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利

率
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に
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の
平
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な
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こ
と

は
'図

際

金

融

上
大

な

る

利

益

を

生

す

る

こ
と
を
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も

の

が

あ

る
.
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一
団

金

敵

の
標
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を

翁

す

も

の
は
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債

の

相

場

で

あ

る
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而

し

て
其

の
相

場

が
利

港

の
満

に
敵

襲

す

る
如

き

は

我

が
金

融

市

場

に
通

せ

ざ
る
外

国

人

に
不

安

な

異

へ
し

む

る

こ
と

が
屡

あ

る
.

足

等

は

相

場

を

裸

相

場

に

で
建

つ

る

こ
と

に

よ

-
童

-

る

こ
と

が

出

来

る
｡

然

れ

ど
'園

の
信

用
､金

融

の
繁

閑

等

は

債

券

相

場

の
建

方

に

よ

-
て
如

何

と

も

す

る

こ

と

が

出

来

な

い
｡

債

券

相

場

の
利

付

と

利

落

と

を

混

同

す

る
人

の
如

き

は

強

ひ

て
之

を

善

導

す

る

必

要

が
な

い
｡

萌

解

せ

ら

る

1

こ

と

を
避

-

る

に
は
'裸

相

場

を

主

張

す

る

者

の
如

き

凝

り
た

る
説

を

流

布

す

る

こ
と

を

防

止

す

る

の

か

一
層

肝

要

で

t･t
か

ろ

-

か
C

凡

そ

呑

債

の
相

場

に

ま

h
て
金

敵

市

場

の
繁

閑

を

計

わ
由

の
借

用

程

度

を

測

定

せ

ん
と

す

る

も

の

は
市

場

の
事

情

に
通

暁

せ

る

も

の
で

あ

る

か
ら
'斯

る
離

解

を

生
す

る
虞

あ

わ
と

い

ふ

と
は

一
種

の
杷

費

と

見

て
然

る

べ
き

も

の
で

あ

ろ

-
｡

舘

斯
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に

て

進

む

と

き
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堆

積

利

子

を

含

み

た

る

普

通

の
相

場

は

一
般

に
裸

相

場

よ

-
点

き

に

よ

り
英

の
閲

の

公
債

は
他

の
園

の

そ

れ
よ

-
高

-
､随

っ

て
信

用

擢

算

な
ら

tと

の
皮

軸

の
観

察

を

な

さ

し

む

る

の
利

便

あ
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と

い
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と

も
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裸

相

場

は

利

廻

計

算

に

至

便

な

ら
と

い

ふ
人

も

あ

る
｡

さ
れ

AJ
是

は
利

廻

計
算

故

を

研

究

し

た

上

で
L･b
け

れ

ば

然

-
と

い

ふ
事

が
出

家

な

い
O

而

し

て
債

券

の
利

廻

計

算

に

は
裸

相

場

に

よ

る
を

便

な

ら
と

す

る

も

の

も

あ

る

が
'多

く

は

其

の
必

要

が

な

い
の

で

あ

る
O

即

ち
是

等

ほ

刺

勉

法

を

共

に
示

す

に

あ

ら

ざ

れ

は
､其

の
祝

は

根

概

の
な

い
も

の
と

断

定

す

べ
き

で

あ

る
t

七

以

上
裸

相

場

の
便

益

あ

る
諸

鮎

を
記

述

し
'其

の

一
二

に
就

き

て

反

駁

を

加

へ
托
｡

今

進

ん

で
英

の
便

益

あ

ら
と

す

る
他

の
諸

鮎

に

就

い
て

研

究

し

て
見

る
｡

而

し

て

此

の
際

最

も

必

要

な

る

は
債

券

の
債

格

と

裸

相

場

の
本

質

i
J
を

開

明

す

る

こ
と

で

あ

る
.
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券

償

格

の
計

算

法

は

蕗

に

改

め

て

述

ぶ

る
ま

で
も

LJ
い
が
'重

恩

の

た

め

一
例

を

侶

設

し

て

之

を

示

す
｡
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面
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ら
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1
四

分
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国
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高
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あ
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｡
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利
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年
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1
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年
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竿
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年
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の
複

利

年

六

分

な

･i>
と

し

て
､何

程

往

な
や
各
を

計

算

せ

ん

に
'債

券

の
慣

格

は

其

の
償

還

金

額

の
複

利

割

引

法

に

依

る

現

債

と
'毎

年

年

期

に
支

排

は

る

～
利

子

の

現

喝

即

ち

其

の
-利

子

支

梯

毅

を
年

金

と

L
t償

還

期

日
ま

で

支

梯

は

る

1

年

金

の
現

債

と

の
和

に
等

し

き

に

よ

ら
'期

間

を

10

期
'毎

期

の
利

率

を

8
分

と

し
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利

息

表
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.1.
-
0
.7410
9
3
9
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)
l

l

.03
-10

a
ol
=

-
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-

-
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-
=

8.5
3
0
2
03
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穿

7
鵠

六
八

を
得

て
'

1OC)0
0
×
0
.7
･tJ･
0

誌
tj+
)
00
0
0
X
O.

4
×
721･×
∽.S
SO2
03

-
9
1
4
6
.9
8
.
汁
.tE

lt令(忘

l
t]
}
車

知

以

下
同
年
十

二
月

一
日
翌
年
六
月

｣
日
等

の
債

格
を
同

様

の
計
算

に
よ
り
'或
は
計
算

表

に

よ
ゎ
算
出
す

る
と

き
は
前
頁

に
示

せ
る
衣

を
生
す

る
O

八

こ
の
表

に
於

て
注
意

す

べ
き

こ
と
は
債
券

の
慣

格
は
償

還
期

の
存

す
も

も

の
ほ
'毎

利
沸
期

の
慣
格

が
鼻

化
す

る
こ

-

で
あ
る
C

換
言
す

れ
ば
債

券

の
慣
格

は
'歳
月

の
藤
池

に
伴

Lj,
ひ

て

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

潜

琴
期

が
短
瀦

す

る
た

め
漸
次

に
償

還
金

軒
に
近

づ
-

二

法で
あ

る
.

今
裸
軸
堺

が
前
部
沸



ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

一

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

期

に
於

け
る

憤

格

で

あ

-

と
す

る
と

き
は
.珍

-
と
も

一
期

間

は

周
囲

の
事

情

に
壁

か
L･4
き
以

上
'憤

格

が
奨

化
だ
b
い
も

の
と
鬼

t･b
け

れ

ば

な
ら

ぬ
｡

併

し
乍

ら
是
は

此

の
慣

格
に
襲

化

あ

る

こ
と

を
無

税

し

た

も

の
に
な

る

の
で

あ

る
.

其

の
結

果
､例

へ
は

前

記

の
国
債

の
大

正
十

一
年

十

1
月

三
十

日

の
債

格

は

次
式

の
通

わ
で
あ

る
D

)82

9
)4
6
･9
8
+

)
0
0
0
0
×
0
･C'4
×

-矧引
-

9
1
4
6
･9
8
+

1
9
9
･4
5
-

9
3
4
6
･4
3･

但

し
'
一
八

二

日

は
大

正
十

J
年

六

月

一
日
よ
-
同

年

十

一
月

三
十

日
ま

で

の

日
数

で
あ

る
｡

今

其

の
翌

日
即

ち
十

二
月

一
日
に
於

で
'収

入
す

る
利

子

二
百
鳳

を

此

の
慣

格

よ

♭
控

除

す

る

と

き

は
'九

千

百

四
十

六

園

四
十

三
銭

と

な

-
'鼻

の
舶

場

九

千

二
百

二
十

一
風

三
十

九

鐘

に
比

し

て
七
十

四
囲

九

十

六

銭

の
相
違

を

生

す

る
O

比
較

の

日
に
十

7
月

三
十

日
と

十

二
月

一
日

と

一
日

の
差

あ

る
も
'そ

の
差
を

以

て
此

の
相

違

を

説

明

し

難

い
.

九

前
記

国

債

に
於

で
'裸

相

場

を

大
正

十

7
年

六
月

一
日

の
慣

格

な

-
と
な

し
'且

1
ケ
月

を

一

期

の
六
分

の

一
と
仮
定

し

て
'毎

月

初

日

の
慣

格

と
異

の
慣

格
と

の
比
較

を
示

さ
ば
次

表

の

通

算
三
十
三
番

(
六
九
)

給

孜

様
相
歯
の
研
究

欝

]
娘

大
丸



弟
二
手

三
番

(
七
〇
)

漁

況

裸
荷
始
の
研
究

-
で

あ

る
｡

裸

債

緒
､展

慣

樟

比

較

表

第

一
蚊

七〇

九 九 九 九 九 )1/ 九̀ヽ ヽ ′γ裸

ヽ 相

-_.+ .■･.･..- -一 一一.▼一 一一▲ 撃Lヲ

八 .五 二 八 五 ､一 八 格タ

ヽ ヽ ヽ ,ヽ四､三 三 二二 二 -. 十r A

二 七 三 /T 三 九 :四 ′ .

- 五 九 三 七 二 .六 償格三 〇〇 .-:-､五 一 .九

九 九 三 七 五 五 八

注
意
'

上

表

に

於

げ

ろ
裸

慣

格

よ

-
債

格

を
計

算

す

る

に

は
､そ

の
裸

慣

格

を

A
と

L
t

毎

期

の
利

率

を

･各
と

し
､前

利

排

日

よ

-
曹

日

に
至

る
期

間

を
e

l

m
期

と
す

る
と

き

左

記

(甲
)式
を

用

ひ
'鼻

の
慣

格
を

計

算

す

る
と

き
左

記
(乙
)式

を
用

ふ

る
｡

A
+
tO
OO
O
x
O
.0
4
x
l

x
中

･･
･-

･
･･･(EP
)

2

一一

A

x
(
)

+
i)-
‥
･二
･
･･
･･
‥
‥
-
･･(Z
l)

本

来

に
於

て
見

る
如

上
裸

相

場

よ

-
算

出

し

た

る
慣

格

は

其

の
利

沸

期

を

去

る

こ
と

速

き

に

随

ひ

て
'其

の
倍

格
と
異

の
差

掛

を

増

大

し
期

末

に
至

み
て
は
'蘭

剰

梯

期

の
債

券

債

務

と

次



の
利

沸

掛

に
於

け

る
債

券

慣

格

と

の
差

に
達

す

る

の

で

あ

る
.

l
0

裸

相

場

を

前

利

沸

期

の
慣

格

と

す

る
と

き

は
前

講

項

に
述

べ
た

る
如

き
矛

盾

を

生

や

る

も

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

之

を

韓

に
利

排

期

に
於

け

る
慣

格

な

-

と

し
､且

其

の
慣

格

は

恒

_:
粕

等

し

き

も

の
と

す

る

と

き

は

そ

の
剛

健
を

な

-

す

る

こ
と

が

出

乗

る
｡

併

し

な

が

ら
斯

る
相

場

は

永

遠

公
債
'若

し

-

ほ
永

速

公
債

に
準

す

べ
き

長

期

の
債

券

に

於

て
始

め

て

見

る

べ
き

も

の

で

あ

る
｡

1
敵

の
債

券

の
慣

格

と

し

て

は

あ

ら

得

べ
か
ら

ざ

る
も

の
で

あ

る
O

第

七

項

に
示

せ

る
債

券

の
債

格
表

に
於

て
見

る
如

上

例

へ
ば
大

正
十

7
年

六

月

一
日

よ

-

同

年

十

二
月

一
日
ま

で

の
問

に
生

す

る
利

廻

利

息

は

二
百

七

十

四
回

四

十

一
銭

で

あ

る
｡

故

に
裸

相

場

を

六

月

1
日

の
慣

格

な

り

と

す

る

と

き

は

此

の

二
百

七

十

四

囲

四

十

一
銭

を

端

数

期

間

に
操

分

し

て

計

算

す

べ
き

は

勿

論

で

あ

る
o

然

る

に
裸

相

場

に
よ

る

計

算

は
支

排

利

息

の

二
百

鳳

を

同

期

間

に
按

分

す

る

の

で

あ

る
｡

其

の
理

論

に
適

合

せ

ざ

る

こ
と
は

此

の
鮎

の

み
を

軌

察

す

る

も

明

ら

で

あ

る
｡

l

I

嘱
望
十
三
噂

(
七
〇

貌

祝
/

裸
相
場
の
研
究

滞

l
溺

七
]



軍

手

三
奄

(
七
ニ
)

鎗

放

牧
相
歯
の
軒
兜

弟
]
鱗

七
二

裸

相

場

が
前

利

沸

期

の
相

場

と

す

る

こ
と

の
矛

盾

撞

著

は
'同

様

に
次

の
利

梯

期

の
相

場

と

△

A

ム

△

ム

△

△

△

△

ム

A

△

△

す

る

こ

と

の
そ

れ

に
等

し

い
.

勿

論

此

の
場

食

に

は

其

の
萌

差

の

方

向

は

金

-

反

対

で

あ

る

)_

'
'

'

'

'

'

J_
I

'

J

I

'

'

が
'そ

の

二

つ

の
利

排

日

の
和

場

が
相

等

し

い
と

い
ふ
論

理

の
前

提

に
舜

-

が
な

い
か

ら

結

論

も

亦

伺

じ

で

あ

る
o

換

言

す

れ

ば
比

の

計

算

は
永

遠

公
債

に

の

み

蓮

用

す

る

こ
と

が
出

凍

る

の

で

あ

る
｡

〓

l

裸

相

場

を

以

て

取
引

す

る
場

合

に

往

々
阿

-

と

こ
ろ

の
非

難

は
'別

に
計

算

す

る

堆

積

利

子

の
支

梯

期

日

は

次

の
支

排

期

ti･･b
る
を

以

て
買

iii
が
之

を

立

春

支

梯

ふ

こ
と

を

要

し
'随

っ
て
其

の
支

排

期

に

至

る
期

間

だ

け

の
利

子

を
損

す

る

と

い

ふ

こ
と

で

あ

る
O

畳

替

然

の

こ
と

で

あ

る

が
'之

を

免

れ

ん

に
は

複

利

割

引

に

依

る

こ
と

を

要

し
､其

の
計

算

甚

だ

混

雑

す

る
｡

而

し

て

商

業

の
貨

際

に
於

で

は
斯

ろ
些

少

..は
る

金

敷

の
差

は

計

算

の
便

宜

上
無

成

す

る

こ
と

少

-

㌔

い

こ
と

は

此

の
場

合

に
注

意

す

べ
き
事

項

で

あ

る
｡

国

債

以

外

の
公
憤

及

び

敢

債

に
就

い
て

は
'利

子

支

排

の
際

若

干

の
歩

令

だ
け

所

得

枕

と

し

て
控

除

せ

ら

れ
'其

の
金

額

を

利

子

綴

よ

-
差

引

か

る

る

も

の
で

あ

る
o

裸

相

場

に
よ

わ

で
賀



貫

す

る

と

き

ほ
所

得

税

は

全

貌

買

受

人

の
負

旗

に
属

す

る
6

是

亦

裸

相

場

の
計

算

上

木

令

理

な

る

鮎

の

T
で

あ

る
｡

裸

相

場

制

定

着

の

不

注

意

に
出

で

た

る

か
'或

は
其

の
税

率

が

小

に

し

て

之

を

無

成

し

て
可

L･4
わ
;と

せ

る

か

は
未

だ
明

ら

か
で

な

い
が
､其

の
課

差

は

前

項

の

も

の

と

異

な

-
軽

親

し

能

は

ざ

る

も

の

で
あ

る
｡

但

し
其

の
改

善

は

容

易

で

あ

トノ'裸
相

場

法

の
建

方

の
本

質

に
観

す

る

あ

の
で

も

な

い
｡

〓ニ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

裸

相
場

は
其

の
字

義

よ
れ
ノ
考

ふ
る

と

き
は
'利

子

の
附

加

L･4
き
債

券

の
慣

格

と

も
考

へ
る

こ

と

が
出

来

る
.

併

し

な

が

ら
､放

資

計

算

に
於

て
は

利

子

と

元

金

と

の
区
別

は
無

用

な

る

こ
と

が

少

-

な

い
O

何

と

な

れ

ば

元

金

と

い
ひ
'利

子

と

い
ひ
'之

を
授

受

す

る
と

き

は
資

本

た

る

こ

と

に
差

違

が

;i,
い
'唯

其

の
支

沸

金

に
附

し

た
名

稀

に

過

ぎ

な

い
｡

債

券

の
利

子

が

そ

れ

よ

-

生

ず

る

利

子

の
全

駅

で

LJ
い
こ
と

は

前

に
示

し

た

計

算

例

に

あ

-
､叉
場

合

に

よ

り
で

は

利

子

と

稀

せ

ら

る

J

も

の
1

円
.元

金

を
含

ん

で

を

る
も

の
も

あ

る
O

裸

相

場

制

定

者

は

支

沸

金

の

性

質

を

究

め
や

し

て
此

の
度

和

の
見

解

の
下

に
此

の
制

度

を

定

め

た

も

の
で

な

い
か
'疑

ふ

ベ

き

こ
と

で

あ

る
｡

集
三
十
三
懲

(
七
三
)

論

統

株
紺
歯
の
研
究

弟

i
蚊

七
三



弟
三
十
二
T巻

(
七
四
)

論

説

裸
相
場
の
研
究

常

t
鱗

七
g
l

】
四

以

上

述

べ
た

と

こ

ろ

で
裸

相
場

の

本

質

は

不

明

な

る

も

の
で

あ

ら
'且

其

の
利

便

と

す

る
鮎

も

疑

ふ

べ
き

も

の
で

あ

る

-
が

わ

か

る
｡

但

し

裸

相
場

に

よ

る

も

受

渡

代

金

は

確

定

す

る
も

の
で

あ

る

か
ら
'比

の
鮎

よ

.り
考

へ
て

其

の
性

質

を

推

究

す

る

こ
と

が
出

家

ろ
O

何

と

な

れ

ば

受

渡

慣

格
は

普

通

所

謂
債

券

の
.
相

場

な

る

に

よ

-
金

利

上

よ

･C,
或

は
需

要

供

給

の
協

係

よ

-

定

め

ら

る

1
も

の
な

d:･
か

ら

で

あ

る
｡

例

へ
ば
前

記

四

分
利

付

国

債

額

面

萱

蕗

風

の

大

jE

十

1L
年
八
月

一
日

の
慣

額

が
九

千

二

盲

三
十

七

圃

五

十

五

銭

な

る

こ
と

を

知

る

と

き

は
'向

日

に

受

渡

す

る

債

券

に
封

し

て

は

端

数

利

子

と

し

て
六

十

六

鳳

八
十

五

鎌

(-
1..
3.
x
O･.
4
x

I36&)

を
別

に
受

授

す

る
慣

例

あ

る

に

よ

-
之

を
控

除

し

た

九

千

百

七

十

固

七

十

鏡
′S
,
裸

債

格

､1J
L
t

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

或

は

九

十

1
㈲

七

十

一
鏡

を
以

て
裸

相

場

と

な

す

の
で

あ

る
｡
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